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　岡崎市制が施行された当時はわずか173戸だったが、2016年7月現在で5088戸を誇るに至っ
た大門学区。飛鳥時代前期（７世紀末）に創建されたという北野廃寺の山門がこの地に置かれた
ことに由来して名づけられた「大門」、承久の乱後に三河守護になった足利尊氏の墓所がある八
剣神社など、調べてみれば白鳳時代から我が国の要衝として重要な位置にあったことが改めて
認識されました。
　この歴史ある学区が、桜の咲き誇るさらに住みよい街になることを念じて止みません。
　また、大門小学校創立時に赴任された澤田憲正先生の冊子「学区探訪 大門学区110話」にも
大いに助けられました。この場を借りてお礼を申し述べます。

〔参考資料〕学区探訪 大門学区110話（澤田憲正）/
岡崎市史/額田町史

〔表紙写真〕　平成27年11月に行われた桜の植樹祭と、満開に咲いた早川堤の桜並木

〔作成委員会〕　神尾明幸/石川春次/鶴田鉄夫/
菅沼剛/中島善治/武田正道

岡崎市制10 0周年記念事業
岡崎まちものがたり　31  大門学区まちものがたり 発行　2017年１月

さくら並木が横断する生活バランスに富む街

da imon

わたしの学区は中央を走る桜並木、緑が豊
かな水郷公園と八剣神社など、まちの中に
あっても自然が豊かです。学校にも井戸水
を循環させた大きな池ビオトープがありま
す。いつまでも豊かな自然が残る学区にし
たいです。

大好きな大門学区の発展を願って

編集後記

大門小には、大門っ子の森があります。Ｐ
ＴＡ、学区の支援でできたと聞いています。
豊かな緑があり、生き物がいて、四季の移
り変わりを感じることができます。大門っ
子の自慢であり、誇りです。これからも、
この森を守っていきたいです。

二
階
堂 

沙
耶さん

岡 

あ
か
ね
さ
ん

明治から120年の歴史ある「大門しめ縄」
は伝統文化として学区の誇りです。こうし
た伝統と共に、人口が増え続ける学区民が
交流をより深めて、強い絆で結ばれた明る
い学区にしたいと願っています。

大門学区は区画が整い、道がよく整備され、
緑の多いとても住みやすいまちです。中で
も早川沿いの桜は絵画のように美しい並木
道です。私はこの並木を守って岡崎の名所
にしたいと思っています。

学区には、町ごとに公園があり、毎日多く
の大門っ子が遊んでいます。野球やグラウ
ンドゴルフをする大人の方もたくさんいま
す。その公園がいつまでもきれいに保てる
よう、学区の方と公園清掃活動を通し、明
るいまちづくりにも貢献します。

大門学区は毎年鼓笛隊が先頭の交通安全パ
レードや、伝統のしめ縄を運転手さんに手
渡ししながらの交通安全活動を続けていま
す。こうした学区独特の活動に誇りを持っ
て、これからも長く続けていきたいと思っ
ています。
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大
門
学
区
の
農
業
の
変
遷

　
戦
前
は
桑
畑
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
養
蚕

も
盛
ん
な
農
業
地
帯
だ
っ
た
大
門
学
区
。

昭
和
30
年
代
以
降
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

に
よ
る
野
菜
（
ナ
ス
な
ど
）
の
栽
培
が
盛

ん
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
市
街
化
が
進

ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
水
田
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
数
も
減
少
。
昔
の
農
業
地
帯
の
面

影
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す（
↓
地
図　

 

）。

弥
生
時
代
中
〜
後
期 

沖
積
低
地
で
生
活
を
営
む
よ
う
に
な
る
。
味
噌
粕
岩
遺
跡
は
、
そ
の
頃
の 

 

様
子
を
示
す
数
少
な
い
遺
跡
で
あ
る

奈
良
時
代
〜
平
安
時
代 

矢
作
川
河
床
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
中
に
は
、
平
安
時
代
に
は
貴
重 

 
だ
っ
た
灰
釉
陶
器
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た…

一
八
七
二
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▪
明
治
5 

学
制
発
布
に
よ
り
、
寺
子
屋
に
か
わ
っ
て
大
門
学
校
が
開
校
。
後
に
大
門
と 

 

上
里
の
児
童
が
通
う
大
里
学
校
が
上
大
門
に
で
き
る
。
大
樹
寺
と
薮
田
の 

 

児
童
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鴨
田
の

ひ
ろ広

 

も
と元

学
校（
現
在
の
大
樹
寺
小
学
校
）に
通
っ
て
い
た…

一
八
八
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年
▪
明
治
20 

大
里
学
校
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元
学
校
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統
合

一
九
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六
年
▪
大
正
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岡
崎
市
制
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行

一
九
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▪
昭
和
30 

額
田
郡
岩
津
町
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岡
崎
市
に
合
併

一
九
六
五
年
▪
昭
和
40 

「
岡
崎
市
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計
画
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工
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地
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画
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」
開
始
。
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学
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桜
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小
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開
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10
周
年
。「
大
門
っ
子
の
森
」
が
完
成…
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63 
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県
道
26
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環
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線
の
岡
崎
大
橋
（
↓
地
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）
が
完
工

二
〇
〇
一
年
▪
平
成
13 

第
1
回
「
大
門
学
区
ふ
れ
あ
い
運
動
会
」
開
催
。
以
後
、
ふ
れ
あ
い
を
大
切 

 

に
毎
年
続
け
ら
れ
て
い
る

二
〇
〇
三
年
▪
平
成
15 

大
門
学
区
愛
犬
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
開
始
。
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
と
し
て
評
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れ
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い
る
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17 
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門
学
区
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パ
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活
動
開
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学
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学
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30
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記
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と
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学
校
に
ビ
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大
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成

二
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27 

大
門
学
区
が
防
犯
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
て
、防
犯
カ
メ
ラ
30
基
が
設
置
さ
れ
る 

 

岡
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プ
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に
参
加
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中
学
生
に
よ
っ
て
矢
作
川
左
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堤
防
に
桜
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↓
地
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）
が
植
え
ら
れ
る

二
〇
一
六
年
▪
平
成
28　
　
大
門
学
区
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
が
、
全
国
地
域
安
全
運
動 

 

中
央
大
会
で
警
察
庁
長
官
と
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
る

昭和63年の愛知環状鉄道開業（右上）を祝って
行われた大門小学校の鼓笛パレード（左下）

昭和46年、土地区画整理工事中の早川（写真
は薮田2丁目付近）。現在は桜並木になっている 22明治5年の学制発布以前に寺子屋のあった上大

門の大円寺 11明治5年の学制発布以前に寺子屋のあった下大門
の慈雲寺

矢作川河床遺跡から出土した平安時代の灰釉陶
器片（写真は川瀬基弘氏の資料より）

大門学区の青色パトロールは、岡崎で一番の充実
度といわれている77

大門小学校の開校10周年記念で完成した「大
門っ子の森」。平成27年で開校40周年を迎え
た現在は、鬱蒼とした立派な森になっている
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画
整
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整
然
と
し
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道
路
と
多
く
の
公
園
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整
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れ
た

大
門
学
区
。
大
門
公
園
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堤
下
公
園
、

三
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公
園
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大
き
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公
園
を

始
め
、
各
町
内
に
合
計
11
の
公
園
が

あ
り
ま
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（
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地
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）。
身
近
な

公
園
の
整
備
率
は
岡
崎
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
。平
成
27
年
に
は
岡
崎
さ
く
ら

1
0
0
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
各
公
園

に
桜
の
苗
木
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
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「
大
門
」
と
い
う　
　
　

　
　
　
　

地
名
の
由
来

　
「
大
門
」
と
い
う
地
名
の
由
来
に
は
二
つ

の
説
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
奈
良
朝
の
頃
、
矢
作
北
野
に
七

堂
伽
藍
の
北
野
廃
寺
が
あ
り
、
そ
の
山
門

が
こ
の
地
に
お
か
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て

い
る
と
い
う
も
の
。

　
も
う
一
つ
は
昌
泰
3
年
（
９
０
０
年
）、

紀
伊
の
国
で
あ
っ
た
熊
野
の
大
門
神
社
の

宝
剣
を
護
持
し
て
い
た

や
つ
る
ぎ

八
剣
神
社
（
↓
地

図　

 

）
が
、
こ
の
地
に
降
臨
し
た
と
い
う

も
の
。

　
ど
ち
ら
の
説
が
正
し
い
か
は
現
在
で
も

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
ょ
う
た
い

□人　口 12,385人
 男性 6,413人
 女性 5,972人
□世帯数 5,088世帯
□面　積 2.88㎢
[2016年7月1日現在]
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拡
充
さ
れ
た
道
路
網
や
豊
富
な
医
療
機
関
な
ど

生
活
に
便
利
な
施
設
が
そ
ろ
っ
て
い
る
大
門
学
区
。

た
く
さ
ん
の
桜
と
公
園
も
ま
ち
の
大
切
な
宝
で
す
。

公
園
と
桜
が
い
っ
ぱ
い
の

　
　
ま
ち
も
の
が
た
り
マ
ッ
プ

大
門
学
区

   各町にある憩いの場
大門学区には区画整理によって各町
に一つずつの公園がつくられている
（写真は上里2丁目の八尻公園）

CC

   ビニールハウス
農業地帯だった頃のなごりをとどめ
ており、生活環境に潤いを与えてく
れている

ee

   八剣神社
足利家・徳川家ともつながりが深く、
歴史の重みを感じさせてくれる

ff   勝蓮寺
親鸞聖人の腰掛け石や松平信康（家
康の子）の肖像画がある。

aa   伝統のしめ縄づくり
明治時代に農閑期の余業として始
まったしめ縄づくり。現在でも年末
の交通安全運動に活用されている

gg

   岡崎大橋
矢作川にかかる県道26号の橋。物
流倉庫の多い大門には欠かせない産
業の大動脈である

iI

   命塚
明治の半ばに水害時の避難場所とし
てつくられた。約2mもある立派な石
垣で、当時の地域住民の防災意識の
高さがうかがえる

jj

   勝蓮寺
親鸞聖人の腰掛け石や松平信康（家
康の子）の肖像画がある。

aa   大型店舗
暮らしに役立つ大型店舗もあり、大
門学区は日常生活の利便性が高いこ
とも特徴だ

kk

aa   愛知環状鉄道 大門駅
トヨタ自動車などの通勤路線にも
なっている愛知環状鉄道線。大門駅
はJR岡崎駅と名鉄岡崎公園前駅に
も通じている

hh

    早川沿いの桜並木
昔は子どもたちの泳ぎ場だった早川。
いまでは165本の桜が見事な並木と
なって学区を縦断している

aa

BB   矢作川堤防の桜の苗木
岡崎さくら100年プロジェクトとして
植えられた。今後の成長が楽しみで
ある

   学区の東側を走る国道248号
交通の要衝である国道248号には、
日常生活に欠かせない各種飲食店や
商店が並んでいる（写真は薮田1丁
目付近）

DD

大樹寺一区大樹寺一区

26

248

天満宮天満宮

薮田一丁目薮田一丁目

薮田
二丁目
薮田
二丁目大門四丁目大門四丁目

大樹寺二区大樹寺二区

大門三丁目大門三丁目

大門二丁目大門二丁目

大門一丁目大門一丁目

大門五丁目大門五丁目

上里二丁目上里二丁目

上里一丁目上里一丁目

上里三丁目上里三丁目

中大門公民館中大門公民館

岡崎環状線
岡崎環状線

愛
知
環
状
鉄
道

愛
知
環
状
鉄
道

第12号大門河川緑地第12号大門河川緑地

まこと幼稚園まこと幼稚園

上里公園上里公園

境公園境公園

勝蓮寺公園勝蓮寺公園

大樹寺公園
（通称ロボット公園）
大樹寺公園
（通称ロボット公園）

角田公園角田公園

三百田公園三百田公園

八尻公園八尻公園

薮田公民館薮田公民館

上里公民館上里公民館

上大門公民館上大門公民館

大門新田公民館大門新田公民館

大樹寺二区
公民館
大樹寺二区
公民館

大樹寺一区
公民館

大樹寺一区
公民館

味噌粕岩遺跡味噌粕岩遺跡

洲山公園洲山公園

幸佐公園幸佐公園

大門保育園大門保育園

北中学校北中学校

大門小学校大門小学校

愛知環状鉄道 
大門駅
愛知環状鉄道 
大門駅

学区の東側を走る
国道248号 

学区の東側を走る
国道248号 

各町にある
憩いの場
各町にある
憩いの場

矢作川堤防の
桜の苗木
矢作川堤防の
桜の苗木

ビニールハウスビニールハウス

八剣神社八剣神社
（→特集）（→特集）

伝統の
しめ縄づくり

伝統の
しめ縄づくり

岡崎大橋岡崎大橋

大型店舗大型店舗

大型店舗大型店舗

下大門
公民館
下大門
公民館

命塚命塚

矢
作
川

堤下公園堤下公園

新青木橋新青木橋

大円寺大円寺

慈雲寺慈雲寺
（→年表　）（→年表　）

上里神社上里神社
（→特集）（→特集）

早川沿いの
桜並木
早川沿いの
桜並木（→特集）（→特集）

大門公園大門公園

北野廃寺跡北野廃寺跡 　鎌倉街道（上の渡し）が
大門の渡し（渡船場）の
あったところ（昔）
大門の渡し（渡船場）の
あったところ（昔）
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白
鳳
時
代（
6
4
5
年
〜
）か
ら
の
国
の
要
衝

大
門
学
区
の
ま
ち
の
た
か
ら
も
の

二
千
年
前
か
ら
人
が
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
る
大
門
学
区
。

平
成
27
年
度
に
子
ど
も
た
ち
が
作
成
し
た「
大
門
か
る
た
」

と
合
わ
せ
て
、4
つ
の
学
区
自
慢
を
紹
介
し
ま
す
。

1

△165本の見事なソメイヨシノが並ぶ
早川沿いの桜並木

△
大
門
公
園
の
西
側
、矢
作
川
の
土
手
近
く
に
あ

る
八
剣
神
社
。本
殿
の
前
に
は
狛
犬
や
灯
籠
も
置

か
れ
て
い
る

△足利尊氏の石宝塔。建立年は
尊氏が亡くなった1358年といわ
れている

△平成27年11月に行われた桜の植
樹祭。大人から子どもまで、たくさん
の学区民が参加した

学
区
に
伝
わ
る

二
つ
の
三
鹿
伝
説

　
足
利
尊
氏
が
矢
作
川
の
大
水
に
困
っ
て
い
た

と
き
、八
剣
神
社
に
祈
る
と
3
頭
の
鹿
が
現
れ
て

無
事
に
渡
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。ま
た
、

桶
狭
間
の
戦
い
に
敗
れ
て
岡
崎
に
逃
げ
帰
る
際
の

徳
川
家
康
が
、神
社
か
ら
出
て
き
た
3
頭
の
鹿
に

助
け
ら
れ
た
と
い
う「
三
鹿
の
渡
し
」伝
説
も
。大

門
に
は
歴
史
上
の
人
物
に
ま
つ
わ
る
逸
話
が
二
つ

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

△  青色パトロ
ール隊と愛犬パ
トロール隊の皆
さん

△上/交通安全を願って毎年の年末に実施
されているしめ縄配り
下/防犯と安全巡視を行なう愛犬パトロール

△毎年7月からの厳しい稽古を経て本番に挑む子ど
もたち。今では30代になった初代のさばき手も指導
者として名を連ねている

△櫓の上では子ど
もたちが太鼓を叩
いて盛り上げる

　
毎
年
8
月
15
日
と
16
日
に
上
里
神
社
で
行

わ
れ
る
盆
踊
り
。櫓
の
上
下
に
20
余
名
の
小

学
生
や
中
学
生
、高
校
生
、青
年
の
さ
ば
き
手

が
待
機
し
て
、代
る
が
わ
る
見
事
な
ば
ち
さ

ば
き
を
披
露
し
な
が
ら
踊
り
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
太
鼓
打
ち

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
平
成
時
代
に

入
っ
た
頃
。昔
は
数
名
の
大
人
が
担
当
し
て

い
ま
し
た
が
、盆
踊
り
を
一
層
盛
り
上
げ
よ

う
と
、昭
和
60
年
前
後
よ
り
徐
々
に
子
ど
も

た
ち
へ
と
そ
の
技
術
が
伝
承
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。

　
足
利
将
軍
家
の
祖
で
三
河
の
守
護
と
な
っ

た
足
利
尊
氏
の
信
仰
が
大
変
厚
く
、石
宝
塔

（
墓
）も
置
か
れ
て
い
る
八
剣
神
社（
↓
地
図

　

 

）。そ
の
発
祥
は
、紀
伊
国
熊
野
の
大
門
神

社
御
神
霊
が
剣
山
の
剣
と
と
も
に
降
臨
し
た

こ
と
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、神
社
裏
の
大
門
遺
跡
か
ら
は
弥
生
時

代
の
土
器
、平
安
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の

碗
と
皿
、白
鳳
や
鎌
倉
時
代
の
瓦
が
出
土
。二

千
年
前
か
ら
こ
の
地
に
人
が
住
ん
で
い
た
こ

と
や
北
野
廃
寺
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
て
お

り
、北
野
廃
寺
が
栄
え
た
奈
良
・
平
安
時
代
か

ら
、大
門
と
北
野
の
渡
河
を
結
ぶ
鎌
倉
街
道
の

要
衝
と
し
て
多
く
の
人
々
が
行
き
来
し
て
い

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
1
6
5
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
並
ぶ
早
川
堤

（
↓
地
図　

 

）は
、満
開
と
も
な
れ
ば
多
く
の
市

民
が
散
策
に
訪
れ
、近
年
は
岡
崎
の
新
し
い
桜
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
大
門
小
学
校
や
北
中
学
校
の

校
庭
に
も
咲
い
て
い
る
ほ
か
、平
成
27
年
11
月
に

は
堤
下
公
園
に
市
長
を
招
い
て
盛
大
な
桜
の
植

樹
祭
を
開
催
。こ
れ
を
機
会
に
矢
作
川
土
手
や
各

町
に
あ
る
11
か
所
の
公
園
で
ジ
ン
ダ
イ
ア
ケ
ボ

ノ
、ベ
ニ
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
、マ
イ
ヒ
メ
な
ど
の
い

ろ
い
ろ
な
種
類
の
桜
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
植
栽
を
増
や
し
な
が
ら
、大
門
学
区
を

も
っ
と
桜
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
国
道
2
4
8
号
や
岡
崎
環
状
線
に
囲
ま
れ
、各
種
高
速

道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
い
大
門
学
区
。学
区
内
の
道
路

網
も
拡
充
さ
れ
て
、朝
の
通
勤
時
に
は
長
蛇
の
車
列
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、交
通
量
の
増
加
と
と
も
に
学
区
独
自

の
交
通
安
全
の
取
組
み
が
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
毎
日
2
台
で
交
通
巡
回
と
防
犯
巡
視
を
行
な
う
青
色

パ
ト
ロ
ー
ル（
↓
年
表　

 

） 

は
全
11
町
に
配
備
。さ
ら
に

学
区
の
誇
り
で
も
あ
る
交
通
安
全
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
、年
末

に
実
施
し
て
い
る
交
通
安
全
し
め
縄
配
り（
↓
地
図　

 

）、

愛
犬
の
散
歩
を
か
ね
た
愛
犬
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
で
学
区
の
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

桜

安
全

歴
史

盆
踊
り

が

あ
ふ
れ
る

ま
ち

明
る
い

ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み

国
の
要
衝
と
し
て

栄
え
た
大
門

子
ど
も
た
ち
が

ば
ち
を
振
る
う

aa
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gg
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